
　9月1日は防災の日。�
　去年は6月から7月にかけての豪雨や台風による水害、
そして10月に新潟県中越地震が起こり、災害が多い一年
でした。�
　阪神・淡路大震災以降、災害ボランティアや地域にお
ける住民活動の重要性があげられ、昨年の水害や震災で
も復旧・復興活動に多くの人々が駆けつけました。�
　本号では、杉並社協の災害時の取り組みを特集します。�

を立ち上げます。を立ち上げます。�を立ち上げます。を立ち上げます。�を立ち上げます。�
災害ボランティアセンター�災害ボランティアセンター�

震災直後に立ち上がった「小千谷市災害ボランティアセンター」�
県内外から、非常に多くの人が駆けつけました。�
　　　　　　　　　　　（平成16年10月31日杉並社協職員撮影）�

昨年の新潟県中越地震直後の小千谷市民家倒壊の様子。杉並区で同じような
震災がおこったら…。　　　　　　　（平成16年10月31日杉並社協職員撮影）�

杉並区社会福祉協議会が�杉並区社会福祉協議会が�杉並区社会福祉協議会が�

平成17年6月28日、杉並区と杉並区社会福祉協議会は�
　「災害時におけるボランティア活動に関する協定」  を締結しました。�
この協定には震度6弱以上の地震が発生したとき、もしくは杉並区が必要と認めた際に、�
杉並社協が 「災害ボランティアセンター」 を区内に設置することがうたわれています。�

杉並社協では、日常的に作り上げてきたボランティア、
ＮＰＯ、社会福祉団体や地域団体とのネットワークを
活かすとともに、阪神・淡路大震災や新潟県中越地震
における小千谷市支援の経験を活かし、杉並区が被災
した場合には、杉並区内外のボランティアの協力を�
得て、被災者に対する災害救援および復旧活動が�
円滑に行えるよう支援します。�



�



�

　赤い羽根共同募金は、民間福祉事業やその他の社会福祉を目
的とする事業を支援するための募金です。民間の社会福祉事業
に必要なお金を集めるだけでなく、人々に「たすけあいの心」
をはぐくむ事業として理解されています。“共同募金”は、皆様
が参加できる福祉活動のひとつです。
　ご協力をお願いいたします。
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　みんなで支えあおう！
　　 共同募金に
ご協力ください

実施期間：平成17 年10 月 1日～12 月 31日

赤い羽根



松
ノ
木
中
学
校
で

　
　
　

高
齢
者
の
擬
似
体
験　

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
学
校
、
施

設
、
事
業
所
な
ど
に
、
各
種
講
習
会
、

福
祉
教
育
等
の
体
験
用
に
高
齢
者
擬
似

体
験
用
具
の
貸
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

終
業
式
前
日
の
７
月　

日
、
区
立
松

21

ノ
木
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
１
年
生
全
員
が
高
齢
者
擬
似
体

験
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

前
日
は
、
近
く
の
「
松
ノ
木
ふ
れ
あ

い
の
家
」
に
通
所
す
る
お
年
寄
り
た
ち

が
学
校
を
訪
れ
、
生
徒
と
一
緒
に
体
育

館
で
ビ
ン
ゴ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ

り
、
合
唱
を
聞
い
た
り
、
楽
し
く
交
流

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
お
年
寄
り
が
実
際
、
ど

の
よ
う
に
不
自
由
な
思
い
を
し
て
い
る

の
か
を
知
る
た
め
に
、
東
京
青
年
会
議

所
杉
並
区
委
員
会
の
花
形
明
利
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
擬
似
体
験
用
具

を
全
員
が
身
に
つ
け
て
、
校
内
を
歩
い

て
み
ま
し
た
。

　

お
も
り
や
砂
袋
、白
内
障
メ
ガ
ネ
、肘
、

膝
、
手
首
、
足
首
な
ど
の
関
節
を
動
き

に
く
く
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
着
け
、
杖

を
つ
き
な
が
ら
、
階
段
を
一
歩
ず
つ
、

ゆ
っ
く
り
上
り
下
り
し
た
り
、
目
を
近

づ
け
て
字
を
読
ん
だ
り
す
る
様
子
は
、

確
か
に
高
齢
者
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
数
分
間
だ
け
の
体
験
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
、
お
年
寄
り
の
大
変
さ

が
い
く
ら
か
わ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
体

験
直
後
の
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
重
か
っ

た
」「
年
を
取
り
た
く
な
い
と
思
っ
た
」

「
こ
れ
で
学
校
に
毎
日
通
う
の
は
大
変
」

等
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
高
齢
者
擬
似
体
験
は
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
使
い
、
町
会
、
東
京

青
年
会
議
所
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
が
協
力

し
、「
や
っ
ぱ
り
地
域
だ
よ
ね
２
０
０

５
！
」
と
題
し
た
企
画
の
中
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
地
域
で
の
世
代
間
交
流
に
、

擬
似
体
験
用
具
が
一
役
買
う
こ
と
が
で

き
た
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
と
め
の
時
間
に
生
徒
が
書
い
た
感

想
の
幾
つ
か
を
次
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 
手
や
足
、
体
が
思
っ
た
以
上
に
重
く
、

思
っ
た
よ
う
に
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

目
が
見
え
に
く
く
て
、
階
段
が
こ
わ

か
っ
た
。
高
齢
者
の
人
は
毎
日
こ
ん

な
感
じ
だ
と
知
り
ま
し
た
。
手
伝
え

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
手
伝
う
よ
う
に

し
た
い
で
す
！

◎ 
高
齢
者
の
人
は
、
少
し
歩
く
だ
け
で

つ
ら
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
高

齢
者
の
人
に
会
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
手

伝
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

◎ 
体
が
す
ご
く
曲
が
っ
て
猫
背
に

な
っ
た
り
、
杖
を
使
わ
な
い
と
前
に

倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
大
変
だ
っ
た
。
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私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。

　今回は防災の日を迎え、防災関係の記事を紹介しました。特に和田堀地区の民生委員の地区外研修が新潟県小千谷市であり、地元の民生委員と親しく交流を行って、災害時の民
生委員の方々の腹臓のない意見や体験を語っていただくなど、貴重な玉稿をいただきました。
また、災害ボランティアセンターの設置などの多くの問題点もあり、今後も必要な情報を提供したいと思っています。（原田）

編集後記

う
ぇ
る
く
ん
は
地
域
福
祉
活
動
の
種
。彼
の
名
前
に
は
、そ
の
種
を「
植
え
る
」、福
祉
を
意
味
す
る「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」、

皆
さ
ん
ご
一
緒
に
と
い
う
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」の
３
つ
の
想
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

　すぎなみ社協だよりは環境に配慮して、古紙配合率１００％の再生紙、大豆油インキを使用しています。　

　　　　　　　　　　〈団　体〉　　　　　　　　　　
高井戸運協ＯＢ会 …………………………… 5,000 円

地域の皆様　ホームイング永福 …………… 65,787 円

（株）ＦＦＳ味噌一　高円寺店 ……………… 30,000 円

（株）ＦＦＳ味噌一　荻窪店 ………………… 30,000 円

杉並区新聞販売同業組合 …………………… 50,000 円

ＡＳＡ西浜田山 ……………………………… 12,000 円

杉並建設労働組合
　　　建築ユニオン杉並分会 ……………… 20,000 円

タウンセブン会 ……………………………… 10,000 円

社団法人　倫理研究所杉並地区 …………… 5,000 円

株式会社ＪＡ東京中央セレモニー ……… 100,000 円

高千穂大学　愛走会 ………………………… 7,000 円

太極拳杉並ぜんぷく会 ……………………… 10,000 円

チャリティリサイクルショップ
　　　　　　　　　　　オレンジ ………… 60,000 円

　　　　　　　　　　〈個　人〉　　　　　　　　　　
浅香　　全 ………………………………… 250,000 円

大木　良雄 …………………………………… 10,000 円

矢崎　照雄 …………………………………… 20,000 円

匿名（8名） …………………………………… 50,317 円

寄付者名簿�〈敬称略〉�
ご寄付された方にお礼申し上げます�

平成１７年５月１日～平成１７年７月３１日

 － 地域福祉活動を応援します地域福祉活動を応援します －
（平成 17年度地域福祉活動費助成金第３次募集）

　社会福祉協議会では、歳末助け合い運動の募金をもとに、地
域福祉を推進する活動及び団体の立ち上げを助成します。
対象となる団体・事業、助成額
①福祉団体、当事者団体 ＝ 地域福祉活動費として 10万円以内
②ボランティアグループ、非営利団体 ＝ 地域福祉活動費及び
　団体立ち上げ費として１団体 30万円以内（既に今年度助成
　を受けている団体は対象になりません）
申込期間
　平成 17年 9月 15日（木）～ 9月 30日（金）
　（事前予約の上、申請書類を取りにおいで下さい）
募集要項の配布・問い合わせ
　地域福祉推進係　電話 5347 － 1017

歩きなれた廊下も結構大変！

用具を付けて
「はい、ポーズ！」

高
齢
者
擬
似
体
験
用
具
の
貸
し

出
し
は
、

　

地
域
福
祉
推
進
係

　
  
電
話
５
３
４
７｜
１
０
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